












渡部 。岩永 。鷲田 (2002)によれば,対人関
係の障害や知的障害を持つ児の母親の育児ス トレ
スと疲労感は健常児や運動障害を主体とした児の





















































































オ リー ・アプローチ (以下,M―GTAと略す)
を用いた。M―GTAはデータに密着した分析か
ら独自の理論を生成する研究法として考案された
グラウンデッド・セオリー ・アプローチの一つで
あり,木下 (2003)によつてその方法論が確立
されている。
【結果と考察】
分析にはインタビューで得られた全ての研究協
力者のデータを用いた。母親のデータ分析の結果 ,
10のカテゴリー,37の概念が生成された。父親
のデータ分析の結果,11のカテゴリー,27の概
念が生成された。そして母親と父親それぞれで,
『親の会』力｀主催する活動への参加プロセスが生
成された。
明らかにされた参加プロセスでは, 自閉性障害
児 (者)の母親は『親の会』が主催する活動に対
して,出来る限り参加するというものから自分の
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子どもに合ったものだけを選択して参加するとい
うものまで,様々 な参加の仕方で臨んでおり, 自
分自身や子どもの体調などに合わせ,将来への見
通しをもつて活動に参加していた。また,活動に
参加することで母親は,他の親との関わりや子ど
もの観察によつて母親自身や父親,子どもに変化
があることや,居心地の良さを感じたり,活動に
対して今ひとつという思いを抱くのではないかと
考えられた。
自開性障害児 (者)の父親もまた『親の会』が
主催する活動に対して,若い父親に自分の経験を
伝えていこうという態度や出来る限り運営の手伝
いをしようという協力姿勢など,様々 な参加の仕
方で臨んでおり,子どもの体調に合わせ,活動参
加への見通しをもつて参加していた。活動に参加
することで父親は母親や子ども, 自分自身に変化
があることを感じ,『親の会』に対する居心地の
良さを感じていたり,活動が今ひとつという思い
を抱いていた。母親と異なる点として,『親の会』
の運営などの組織面に着目している姿が明らかに
なった。
全体を通して,母親は父親に比して子どものこ
とを良く考え,子どものために活動に参加してい
る部分が強く,父親は子どものためだけでなく,
母親を支える姿勢をもつて活動に参加している面
があるようであつた。
この明らかになった参加プロセスによって,例
えば親が困つたときに『親の会』が頼れる存在に
なつていることなど, どのような点がサポー トに
なつているのか想定出来る点や,『親の会』に入
会しない理由や退会していく理由について考える
ことが出来るのではないかと考えられる。
一方で,今回の結果は,対象とした『親の会』
とその会員に限定された参加プロセスである可能
性や,子どもの年齢によつて生成される参加プロ
セスが違うのではないかということが限界や課題
として挙げられる。また,経年による参加プロセ
ス自体の変化や,他の発達障害児 (者)親の会の
参加プロセスとの差異にも着目する必要があると
思われる。
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